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1. 見学会の概要 

 

 2023 年 11 月 25 日（土）に東京製鐵株式会社様宇都宮工場にて工場見学会が行われ、設計、 

施工、鉄骨製作等に関係する合計１２名が参加しました。 

 工場見学に先立ち、事務所内で東京製鐵株式会社様の会社概要や、電炉と高炉の違い、電炉

による製鋼への取り組み等について説明を受けました。 

 東京製鐵株式会社様宇都宮工場は、栃木県宇都宮市の清原工業団地にあり、約 213,142 ㎡と

コンパクトな敷地に工場を有しており、鉄スクラップを原料に電気炉で溶解、精錬、鋳造して、

圧延Ｈ形鋼を製造しています。 

 

 

 工場見学は、製造工程に沿って、まずは鉄スクラップの搬入から見学させて頂きました。 

原料にあたるスクラップは、次工程を考慮して、種別されながら原料ヤードに搬入されて電気

炉で溶解されます。 

 



宇都宮工場は、偏心炉と呼ばれる電気炉を使用しており、上澄みのスラグは除去され、介在

物の少ない溶鋼を取り出して、精錬、鋳造されるようです。鉄スクラップを電気エネルギーで

溶解する電気炉の迫力を肌で感じることが出来ました。 

その後、溶鋼は段階的に圧延、成形され、徐々に我々も普段よく目にするＨ形鋼に製造され

ていきます。圧延工程では、我々は離れた安全な場所から見学をしていましたが、それでも、

高温の製品が通過する度に、サウナにいるかのような熱エネルギーを感じました。 

最後に出荷されるＨ形鋼と、試験室にて引張試験、シャルピー吸収エネルギー試験を見学さ

せて頂いて、工場見学は終了しました。 

 

2. まとめ 

 

 原料を溶解して製鋼するまでの工程は、教科書等では目にする機会があるものの、実際に 

電気炉による一連の工程を見学出来たのは初めてでした。工場内は写真撮影が出来ないので、

ビジュアルによる報告が叶わない点は残念ですが、実際のモノづくりの現場の迫力を肌で感じ

ることが出来て、大変有意義で印象に残る見学会でした。 

 「カーボンニュートラル」や「持続可能な循環型社会」といった言葉を、見聞きしない日は

無いくらい、環境への配慮が叫ばれている昨今において、今回見学させて頂いた電炉製鋼は、

今後シェアが拡大していくのだろうと思います。 

我々もこのような社会課題の解決にむけて、まずは電炉鋼材に対して、今まで以上に関心を

寄せて、改めて知ることが重要だと感じました。 

最後に、今回の見学会を快くお受け頂いた、東京製鐵株式会社宇都宮工場の皆様には、 

心より御礼申し上げます。 

 

 

 



 

   
見学前の説明                宇都宮工場長 小田様の御挨拶 

 

 

   

JSCA 鈴木委員長の挨拶            工場に入る際の装備 

 

 

   

ＪＲ宇都宮駅から路面電車で移動       新しく出来た路面電車の駅舎にも、 

（ライトライン）              東京製鐵様の鋼材が使用されています。 

 


